
1199］ うなりの公式 f= I f、一 f、 1
はつまりは Is間にfの差だけ
うなりが聞こえるということ.
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觱齘ニ差2月を強め合う 位相差兀で

弱め合い、
位相差2大で粥 郃

位相差の弱めあ
う

強め合うと理解しよう、

八->少しずつ位相差が大きくな
るii.：：：
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に鬱籤

弱 波は顔差で""

うなりが1回おこる時間で波の位相は2元ずれる。
⇒ 波の個数が1個差といえる。
うなりの周期をTfとすると.
､ 蘸！籯
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= 1 t . t t .か
となるのだ。
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